
　南北に長く、多様な気候と複雑な地形から緑豊かな自然に恵まれた日本。　南北に長く、多様な気候と複雑な地形から緑豊かな自然に恵まれた日本。
　私たちが暮らす日本列島には多くの動植物が生息し、名前のついているものだけで9万種、　私たちが暮らす日本列島には多くの動植物が生息し、名前のついているものだけで9万種、
知られていないものまで含めると、知られていないものまで含めると、3030万種を超えるといわれています。万種を超えるといわれています。

　日本に生息するほ乳類の約21％、鳥類の約14％、は虫類・両生類の約35％、貝類の約18％、
種子・シダ植物の約25％が絶滅の危機にさらされています。

環境省第４次レッドリスト（2012）から作成

絶滅7種
（4.4％）

絶滅危惧種
34種（21.3％）

絶滅14種
（2.0％）

絶滅危惧種
97種（13.9％）

絶滅危惧種
58種（35.4％）

絶滅19種
（0.6％）

絶滅危惧種
　563種
　（17.6％）

絶滅32種
（0.5％）

絶滅危惧種
　1,779種
　（25.4％）
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人間の活動や開発による種の減少・絶滅・生息地の破壊・分断

●第1の危機●

自然に対する人間の働きかけが減っていくことによる影響

●第2の危機●

外来種や化学物質による影響

●第3の危機●

地球環境の変化による影響

●第4の危機●

・北極圏の海水の融解によるホッキョクグマへの影響
・春の訪れを知らせるソメイヨシノの開花の早まり
・サンゴの白化現象 ソメイヨシノ
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特定外来生物一覧

4属17種

16種

11種

1科2属7種

4種

13種

3属2種

3属5種

1属4種

12種

※第1次指定（2005年6月1日）、第2次指定（2006年2月1日）、第3次指定（2006年9月1日）、第4次指定（2007年9月1日）、
　第5次指定（2008年1月1日）、第6次指定（2010年2月1日）、第7次指定（2011年7月1日）

アカゲザル（1次）、アメリカミンク（2次）、アライグマ（1次）、カニクイアライグマ（1次）、カニク
イザル（1次）キタリス（エゾリス除く）（2次）、キョン（1次）、クリハラリス（タイワンリス）（1次）、
シカ亜科（アキシスジカ属、シカ属、（ホンシュウジカ、ケラマジカ、マゲシカ、キュウシュウジカ、
ツシマジカ、ヤクシカ、エゾシカ除く）、ダマシカ属、シフゾウ）（2次）、シママングース（6次）、
ジャワマングース（1次）、タイリクモモンガ（エゾモモンガ除く）（2次）、タイワンザル（1次）、
トウブハイイロリス（1次）、ヌートリア（1次）、ハリネズミ属全種（2次）、フクロギツネ（1次）、
マスクラット（2次）

カオグロガビチョウ（1次）、カオジロガビチョウ（1次）、ガビチョウ（1次）、ソウシチョウ（次）

アノリス・アルタケウス（7次）、アノリス・アルログス（7次）、アノリス・アングスティケプス（4次）、
アノリス・ホモレキス（7次）、イヌバオオガシラ（5次）、カミツキガメ（1次）、ガーマンアノール
（5次）、グリーンアノール（1次）、タイワンスジオ（1次）、タイワンハブ（1次）、ナイトアノール
（5次）、ブラウンアノール（1次）、ボウシオオガシラ（5次）、マングローブヘビ（5次）、ミドリオオ
ガシラ（5次）、ミナミオオガシラ（1次）

アカボシヒキガエル（5次）、ウシガエル（2次）、オオヒキガエル（1次）、オークヒキガエル（5次）、
キューバズツキガエル（2次）、キンイロヒキガエル（5次）、コキーコヤスガエル（2次）、コノハ
ヒキガエル（5次）、シロアゴガエル（2次）、テキサスヒキガエル（5次）、プレーンズヒキガエル
（5次）

オオクチバス（1次）、カダヤシ（2次）、ケツギョ（2次）、コウライケツギョ（2次）、コクチバス
（1次）、ストライプトバス（2次）、チャネルキャットフィッシュ（1次）、ノーザンバイク（2次）、バイ
クバーチ（2次）、ブルーギル（1次）、ホワイトバス（2次）、マスキーバイク（2次）、ヨーロピアン
バーチ（2次）

イトグモ属3種（1次）、キョクトウサソリ科全種（1次）、ジュウゴグモ科の2属全種（1次）、クロゴ
ケグモ（1次）、ジュウサンボシゴケグモ（1次）、セアカゴケグモ（1次）、ハイイロゴケグモ（1次）

ザリガニ類2属と2種（アスタクス属、ウチダザリガニ、ラスティークレイフィッシュ、ケラスク属）
（2次）、モクズガニ属（モクズガニ除く）（2次）

アカカミアリ（1次）、アルゼンチンアリ（1次）、クモテナガコガネ属全種（3次）、コカミアリ
（2次）、セイヨウオオマルハナバチ（3次）、テナガコガネ属全種（ヤンバルテナガコガネ除く）
（2次）、ヒアリ（1次）、ヒメテナガコガネ属全種（3次）

カワヒバリガイ属（2次）、カワホトトギスガイ（2次）、クワッガガイ（2次）、ニューギニアヤリガタ
リクウズムシ（2次）、ヤマヒタチオビ（2次）

アゾラ・クリスタータ（アカウキクサの1種）（2次）、アレチウリ（2次）オオカワヂシャ（2次）、オオ
キンケイギク（2次）、オオハンゴンソウ(2次）、オオフサモ（パロットフェザー）（2次）、スパルテ
ィナ・アングリカ（2次）、ナガエツルノゲイトウ（1次）、ナルトサワギク（2次）、ブラジルチドメグ
サ（1次）、ボタンウキクサ（ウォーターレタス）（2次）、ミズヒマワリ（2次）



　生命って不思議です。地球に生まれた小さな生命のひとしずくが、長い時間をかけて

こんなにも多くの生命になりました。そして風にそよぐ草も、トンボやチョウも、大きな

ゾウも、もちろん人間も互いに関係を持ち、つながっています。人間は他の生き物によ

って生存しているし、豊かな文化を育ててきました。学校からの帰り、道ばたの草やアリ

をのぞき込んでみましょう。休みの日に庭に来る野鳥を観察してみましょう。それぞれ

の生き物が必死に生きていることが分かると思います。

　しかし、その生き物達が今各地で悲鳴を上げています。主要な原因は人間の活動で

す。メダカが姿を消し、ツバメも見かけなくなり、島や高地で多くの種が絶滅の危機に

瀕しています。そうした生き物達が生存できる環境をつくることが、人間が安全に生き

る環境につながっているのです。

　今ならまだ生物多様性を守ることはできるし、また、守らなくてはならないのです。

私達が学び、手を取り合って一歩でも前に進むことがとても大切なのです。なぜなら、

その一歩に私達と地球の将来がかかっているからです。

　生物多様性って難しい言葉かもしれませんが、私達一人ひとりが生き物と生きること

について考えることが重要です。
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「豊かな自然共生社会の実現に向けて　生物多様性国家戦略２０１２－２０２０」より抜粋

生物多様性を社会に浸透させる
COP10を機に生物多様性の認知度は高まっていますが、実体験を通じた自然共生社会への理解や、企業や国民一人

ひとりの具体的な行動の実践につなげていく、生物多様性の主流化が課題となっています。このため、「国連生物多様

性の 10年日本委員会」を通じた様々な主体の連携による取組や生物多様性の経済的価値評価を推進するなど、様々

な手段・機会を通じて生物多様性の重要性を分かりやすく伝え、生物多様性に配慮した社会経済システムやライフ

スタイルへの転換を図ります。

担い手と連携の確保
自然再生、里地里山の保全、外来種の駆除など、生物多様性の保全や持続可能な利用に向けた活動は各地で進展し

ていますが、各主体間の連携・協働を促進し、横断的な取組を進めていくことや取組を継続していくための仕組み

づくりが課題となっています。また、こうした活動を担う人材も不足しています。このため、多様な主体による連

携の仕組みづくりを推進するとともに、生態系の保全や持続可能な農林水産業などを担う人材の育成を進めます。

自然の恵みでつながる地域
自然共生社会の実現に向けては、地域が生み出す自然の恵みを地域の中で循環して持続的に活用していく自立分散

型の地域社会を目指していくことを基本としながら、それが困難なものについて、国内外を含めたより広域の視点

で捉えていくという考え方が重要です。わが国では、このように自然の恵みでつながる地域を「自然共生圏」と捉

え、その中で連携や交流を深め、お互いに支え合う関係をつくっていきます。

人口減少等を踏まえた国土の保全管理
日本の人口は現在の約1億2,800万人から、2060年には約8,700万人に減少すると予測されています。それに伴い

人が住まなくなる土地も増えると予測されており、こうした状況を踏まえ、自然の遷移に任せて森林に移行させて

いく地域や重点的に保全すべき里地里山を明らかにするなど、総合的な判断も含めて国土の将来あるべき姿を描い

ていく必要があります。また、開発等で分断化された国土の自然のつながりを取り戻すとともに、海外とのつなが

りも考慮した生態系ネットワークの形成を進めます。

科学的基盤を強化し、政策に結びつける
正しい理解と認識に基づき生物多様性の保全と持続可能な利用を適切に進めていくためには、生物多様性に関する

科学的知見を充実させていく必要があります。このため、生物多様性に関するデータの充実と継続的な更新、速報

性の向上を図り、指標などによる総合的な評価を通じ、国の政策や各主体の取組により一層活用していきます。ま

た、「生物多様性と生態系サービスに関する政府間科学政策プラットフォーム（IPBES）」への積極的な貢献や国

内体制の整備を進めます。
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